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沿 岸流 用 流　向流 速 計

福　島　久　雄

堂　腰：　　　純

柏　村　正　和
（February　28，　1953）
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and　七he　direcもion　of　七he　cGas七
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curren七

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　　　　A　new　type　of　a　self　recording　current　m6ter　for’　the　measurement　of　both　velo一

・£ity　and　direction　of　coastal　current　was　devised．　lt　consists　of　mainly　（1）　a　rotor

with　vanes　｛2）a　special　resistance　box　which　is　sunk’at　the　sea－bottom，　and　（3）a

self－recording　miiliamrneter　on　the　shore．　The　rotor　supported　by　a　bamboo　rod　in

，the　sea　rotates　by　the　current．

　　　The　e工ectrical　c三rcuit童S　shut　a．mqment　at　every　ten－times　of　rotatiop．　The敏me

llnterval　of　successive　full　readings　on　the　recording　paper　gives　the．current　velocity．

The　direction　of　the　current　is　transfOrmed　to　the　intensity　of　the　electrical　cimrent

’：vvhich　is　controlled　by　the　variable　resistance　box　connected　to　the　bathnboo’ 窒盾пD

　　　Some　examples　of　recordings　are　given．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．序

　　　滑岸における地球物理學上の諸問題は寺田博士以來多くの研究者の注目するところである

就中近頃海岸侵蝕港三崩洩の現象につ》、て漕岸流，細波，河口現象等の研究調査は各所におい

て盛に實施されるようになった。しかし．ながらこの中，土砂の蓮搬に重大な役割をなす滑岸流

の實態は，潮汐，風の消長，波浪，河川の流入等によって常に甚複雑を極めているらしく思わ

黷驕B

　　　浩岸流の親測は一般には碇置した船上によって流向流速を測る装置，例えばEkman－Merz
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型流速計を用いて長時聞ゆ紳観瀕蛭を行えばよV・わけであるが・つぎζ述べるように親測員

、〆）痺螢，経費の黙からも長期にわたることは困難であ鵬殊に最も必要な荒禾の場合に碇置槻

測を實施することは殆不可能といってよい，この荒天に影ける淺海の波浪に耐える諸種の測器

こそ海岸物理學に豊富な槻測資料を與える上に最緊要なものであると思われる。この場合に老

えられるのは遠隔測定又は沈設した自記装置であるが，前者は有線の揚合敷設に多少混晶を要

し，敷設後測路線に若干の不安があり，後者は埋没の防止，自記装置の故障が引上げる迄不明

な爲長期蓮用に不便があるのでこの瓢も注意しなければならない。われわれは昭和27年末電工

による還隔自記二二により流速二二を同時に記録する測定装置を試作し現場におV・て實瞼を行

ってみた。以下はその報告である。

2．製作の経過

　　エ950年7月苫小牧で潮流槻測を行う爲沖合200米の箇所に般を碇置してEkman－Merz型

灘速計によって測流を始めたが，波が高V・ため親雪員の疲勢が激しく一書夜を倹たず観測を中

止しなければならなかった。この測定装置は，それ以來懸案となったものである。この場合，

装置が呉えるべき條件としては，つぎの事柄が痛感された。即ち

　1．風浪の如何に拘らす長期に観測出掌ること。

：2．器械は沖合に碇麗レ，観測は陸上にて行えること。

@3．出來得れば観測員を慶止し観測結果を自記せしめ得ること。

　　從って，電氣的方法による中野的試作が，つぎつぎと行われた。F量9．1はその一例である。
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Fig・　1

哲竿をとりつける部分

圓軸車により接挿するスイツ

（b）　汐髭i速言ナ：

　1．　プロペラ
　2．ムシゴムの中に入れた接隅子

　　軸の一回輔で一厨接燭する

　3．方　向　舵

　4．　コ　一　ド
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惜岸流用薮蔭洗速計

　　最初かち最後までわきまとった障舎は，海永による電流の漏洩であbた』’これは輩恒電流

の浪費ばかりでなぐ，t回路の性質上観測能率が非常に低下ずるのである。例えば・t海水ゐ侵入

に’よって回線間の幽幽度が減少すると流転計内の電氣抵抗が割に低（値（2009～12k2）である

爲41この抵抗と並列va海水の抵抗が加やら・．揖抗盤のタγブ間の抵抗差の讃みが著し，く低く

酪様縛髄祝ゆ購漏路碑部絶脚鯛暉魑塵づ蝉章期じ・．蘇三
一めプロペラ回轄を回路の電接に鍵える部分の絶縁にぱ非常に腐心した。11952年8‘月に」・以上

の改良を施した審械を製作し良tl　71it結果を牧めたb一一…　t．・』’∴

　　　　　　　　　　　　　　　　　3．構　　　　造

　　1952年夏に完成した器械の外観及内部は窮眞（Fig．2，　Fig．3）に示す如くである。その器

顯

・籍ζ身讐難額語尾

興

Fig・　2　c　a）
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　　　　　　　　　　　　　　三島久罐y『堂膜∴続1「引柏村正和　　　　　　　　　　　　　　　　廠bナ

1械白嚇造及電氣逆路ばiki　k　，Fig：　’4，　Fig．5回しそある．前晦・筋織ぼ，’四芯ゴ＿雫を三

’芯つつに分：け：七流速と流向を別爵に陸k邊’り』，’陸fで人力§，’ ﾏ測して熔たが，今回あは土芯ヨ

ー肖木一鍛り，三五に紳ては，電流自記計をもつて読向流速を同時va記録させ乙’ようva

した。

1庶，濤，。鰻。

・態露

團麟

”幾1

Fig一　．3　C　ta’ j （　b’）

　　　　（q．）　・一’　（g）
　　　　　　　　　　　　　　：Eig・4　流向流速計の構造

　　　　（a）流向計：　　　　　　　　（b）流速計：
　　　　　1・竹竿をとりつげる部分　　　　　　．1・　プロペラ

　　　　　2・歯　　　車：　　　　　　　　　　2・　ウォームギア

　　　　　1：整齢羅癩　　1：獺ツ鮮・・…
　　　　　5・電氣抵抗のタップ∴　　．It　　，・『㌦回輔車により回路を閉じるス

　　　　　6・刷子・…　 ’望ツチ

　　　∴1：憩杢饗．∴．∵．一z’．∫∴∵・哩・i，7．ニー・斜，：，・．∴．・．

』轍癒流陣計流向計共に工本め面縛軸う§海水と油ど爾芳痘跨づ七浸づtごむ．b’；との蘭ゐ纏縁
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・「�冾ｵ且回輔に支障なくする爲va　vこの部分を器械の下部に撰え・更に三密用パッキングを行

つ・ているb，器械の作動につv・て読明すると，先ず流速計では，7“　gペラの回轄がウォームギア

を介して縦の軸に傳わり，プロペラの10圃韓をもつて油中の電氣接顯を1圃謡曲せしめる。電

’氣回路中には可攣抵抗器が入っており

この接鰯により回路に5mAの電流が　　　　　　　　、．2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：，N・
流れる。叉流向計の方では設置圖

但騒6）に示すようva・三昧よつて　　　　　　　　　　3
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1・竹竿の向きが攣り，それが器械の軸を

．騨博させ亭ギアを介して油中のレバー

；た回軸をつたえる。油中には抵抗を藏

した16箇の接鮎があり，レバーvaつv・

』た刷子は，その接鮎上を摺動して回路

・の抵抗を攣化し，電流を0．75mAから

4．5魚Aまで0．25mAづっ攣える。以

上によって陸上の電流自記計は，流速

＝流向を時々刻々同時記録出撃るのであ

mA

｛

972娩磯
　　　　　］窒ig・5電氣回路岡
　　1・　電流自言巳計（δmA内部抵抗1・5k52）

　　2ψ　汐餐向計内抵抗盤　

　　3・等速計
．る。な船プ・ペラの毎分の干鰯轍と流速の關係はFig．7の通りであり實験式は

　　　　　　　　　y　＝＝5．4　x十3．O

　　　　　　　　　　　　x：1分閥の接鰯敏

　　　　　　　　　　　　y：1秒問の流速　（cm／sec）

．となる。

劃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O　／　2　3　6t　s　l　r　g　g　to
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　潮騒向蜘4噺．

　　　　　　．Fig・・s設置縄　．’　　・恥7喉越プ・べ・騰

　　　　　　　　　　　　　　　　4．使　　用　　法

　　Fig・　2・の纈にあるよ物・三三を＋字に糸胎せて4つの先端を爪のよ．うに耐た龍用

億しそれに流向計をとりつけて竹竿を接績し，その先に流速計を吊下げる。岸から舟によって



　　　　　　　　　　　　　　幅島久雄，・欝欝・・純，：柏村正和　　　　　　　　　　　　　　　　　1gg卜

＝t　e一ドを敷設しつつ沖べ進み，所定ゐ地黒占licて，・器械をFig．6た示Jg一よづに設置撮る6．．この．

際，ゴードが海底や潮流の摩擦により損傷均離するのを防6－t爲に，ロ炉ブを添えて使用した。

設置後暫く．してから竹竿の倒れている方向を，ヨンパスにより測定レこ． ﾌとぎめ陸上で親浪1

した電流値を：その：方向とするQわれわれの場合には更にEkman－Merz流速計によって，・潮流

顯諜ご完輔騰上灘ては’‘’一嚇欝欝騨弾勢

　　竹竿を使用したap9…　｛’t「慣で渤あ・1かな・醐醗あ礪であるが述禰に瑚め

謙する［獅・．他嘩に丈夫な・のを噸マる必要がある訊竹叢深の匹斡⑳・1

のを使用したが，潮流力鼎岸近くの聯名敏帯いては，表面近くに響いて流速力・難きV・と老えて

この方法蘇用’薰ﾌである・事實・恐した石狩や苫小物（著て瞠殴禁あ吻・し

かし底流が逆に強かったb・混沌とした流れ等に語いては別の痘法を考慮せねばならな恥。・

；5．憶測結果の例及重器の得失

　　1952年9月上旬技10月上旬，石狩におv・て，～二の装置を用いて回向流速の槻弓を行った’6．・，

その記録の一・部はFig．　8に示す。この實瞼の目的が器械のテストにあった爲，石狩の游岸流を

明らかにするには至らなかったが，風力潮汐等が原因と思われるかなり複雑な流れを示し，．．そ

の間箒械峠良好に流向流速を記録した。9月．．3即）諦話線ρ二部分の寅しをFig　8の（cうに示

す。この中のユ7蒔三三め詑録歌況が担∫七あ為。

Fig・’　’ W　C　a’j



塾qo 沿岸溺礁；流向流速計・

ζOHはN～N耳，2・ty6M／secの風が12時かち19時頃ま

で吹やてやた地黙ξ）位置は（b）のA黙で岸か一ら約30Q米

｛・恰であ．り・當日の満潮14時0分・干潮2塒30分・潮差

20cmであった。

　　大磯流向は吹邊流による南下流が多く，風のなくな

った22蒔頃から北上流に攣向した流速は最大10cm／sec

位であった。潮汐による流商攣化は吹途流が強かった爲

に識別出i來なかった。只興味あることは16時30分からエ8

に流向が一廻縛してV・るととで元來石狩趨の河日から海

上へ流れる方向については1時聞の遍期のあることが知

られて踏り，：叉石狩1轡の翻振では遡期2時間のものが卓

越；してV・る所から見てi大きな水：雫渦動が通過した爲と

思われる。2回目の観測はB黙の底流について行ったが

殆ど流れがなかった，その際の装置の仕方はFig・9に

示てしある。

4．，，，s

　　　　卓　石

A　率、競
．

O　　　l料

　　（b）

Aは9月3Bに設置した黙で海岸：よ

り約300m沖で，風がかなり張く・

流向は複難であった。

BはIO月7臼Vこ設置した禦iで約200

1n沖である。底流翻測を行ったが殆
，ど流れが認められなかった。・
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キャブNアコードには常にロ・・一プを添えてそれ自雛に張力がかからぬようにしたが，測
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定中流水によって砂地と擦れ合い損傷することがあり，これの謝策には，今後更に丈夫なコー

ドを用いるか，出來れば，ケt・一一ブルを使用する等咳ねば除らない。本器の利黒占は，その其備す

べき條件がすべて他の流速計に甥し利鮎であるが，將來改良を撫えるべき顯としては

　　　　　　　　　　　　　　　　rrig・9底流測定の場含

　1．部晶の激が多く，更に重量があり扱い難い黙

　2・　キヤブタイア＝一ドや竹竿の如く・損傷して観測に支障を來す部昂がある黙

　3．長期観測の際は流速計用＝一ドが流向計にからみつく恐れがある鮎

等があげられるが，2の場合には丈夫な部晶を使用し，3の場含には，例えば流向計の抵抗筐

の如き装遣を工作して六芸劇來る。

　　この器械の完成からまだ属が旧い爲，測定結果は多く得られていない。今後の御測におい

て，濃岸流に封ずる多轍の資料を法器により集めることが出漏ると思う。

　　最後にこの器械の研究製作に當って常に御兄畑御後援を嵜せられた池田芳郎i敷授匠深甚な

る謝意を表する。


